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γA1203繊維強化アルミニウム複合材料の開発研究
DevelopmentofγA120｡別)erreinforcedAluminumcompositematerials
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1. は じ め に

金属基複合材料の中でも繊維強化金属系複合材料は次

世代の機能材料として期待されている.その主たる理由

はFRPでは得られない剛性が理論的に予測されるから

である.

特に日本においては世界にさきがけて開発された,金

属基複合材用強化繊維として有望なSiC繊維,γA1203繊

維,それに炭素繊維を有している.しかし複合材料に関

する製造技術は種々試みられているが,西欧におくれる

こと約 20年であり,その技術的確立が急務とされてい

る.lL2)

本研究では固相一固相拡散法によるγA120｡繊維強化

複合材料の製造とその材料特性を調査し,実用化のため

の諸問題を明らかにすることを目的とした.

使用したγA1203繊維は製造過程で約 15%のSi02を

含有しているので,3)複合材料製造時にこのSi02がどの

ような挙動を示すかに重点をおき研究調査した.

2.実 験 方 法

γA120｡繊維強化アルミニウム複合材の製造はプラズ

マスプレー ･ホトプレス法で実施した,この概要を図 1

に示す.4)

使用したA120｡繊維はポリアルミノキサンを有機溶

媒に溶かし,紡糸後焼成し製造したものである.5)この繊

維の構造はγA120｡繊維超微細結晶が凝集した85A1203

-15Si02の連続繊維で平均径 10/∠m,実際にはこの繊

維が400本の束で供給される.この繊維の特徴は強度 :

250kg/mm2,弾性率 :25,000kg/mm2,耐熱温度 :

1300oCであり,特に表面の活性が高い.それはγA1203の

構造がスピネルに似ているがAlが不足した格子点をも

つ,ここが活性点となるため金属などとなじみやすく接

着性もよい.

このような繊維を開繊し,幅 15cm,径 70cmのドラ
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ムに均一に巻き付け,そしてプラズマスプレー法によっ

てアルミニウムを溶射する.

溶射アルミニウム粉末の化学成分を表 1に示した.Vf

の調整はアルミニウム粉末の供給速度によって制御し

た.ホットプレスの案件を表2に示す.

最終試料の形状は60mmX30mmX3mmである.こ

の試料を長さ:50mm,幅 :4mm,厚さ :3mm に成形

し,三点曲げ試験をおこなった.

3.結果および考察

3-1 γA1203/Alの強度

図2,3にホットプレスの条件と曲げ強度プレス温度と

強度の関係を,また試料の見掛け密度と曲げ強度の関係

を図4に示した.

これらの結果から次のようなことがわかる.温度に関

しては高温で製造するほど高強度が得られるが,875K

以上では強度の増加は認められない,また加圧力に関し

ては高圧で製造するほど高強度が得られるが,100MPa

以上にしてもそれ以上の効果はみられないことがわか

る.なお加圧時間は強度にあまり影響しないが,1000Sで

最高強度を示した.すなわちγA1203繊維強化アルミニ

ウム複合材の製造時における,温度,加圧力の上限が示
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